
内 容
育て合う村、野田村 …………………………………… 2 ～ 3㌻
村職員の給与公表など……………………………… 4 ～ 5㌻
むらの話題・生涯学習コーナー  …………………… 6 ～ 11㌻
村からのお知らせ …………………………………… 12 ～ 13㌻
お知らせ・情報ステーション ……………………… 14 ～ 15㌻
１歳になったよ！　ほか …………………………… 16㌻

まっすぐなまなざし
4 月８日に行われた村立野田小学校の入学式では全 33

人の児童が、楽しい学校生活の第１歩を歩み始めました。

まっすぐなまなざしで見つめる先には、きっと明るい未

来が待っているよ！

内 容
平成31年度施政方針………………………………… 2 ～ 5㌻
村営バス運賃無料化、村事務担当者………………  6 ～ 9㌻
被災者の住宅再建支援事業のお知らせ  ………… 10 ～ 11㌻
むらの話題  ………………………………………… 12 ～ 13㌻
生涯学習コーナー  ………………………………… 14 ～ 15㌻
米澤氏が副村長に就任   …………………………… 16㌻
村からのお知らせ    ………………………………… 17㌻
お知らせ・情報ステーション    …………………… 18 ～ 19㌻
１歳になったよ！　ほか    ………………………… 20㌻

４



3 2平成 31(2019) 年４月号　No.552　広報のだ平成 31(2019) 年４月号　No.552　広報のだ

健
康
で
生
き
が
い
を
も
っ
て

暮
ら
せ
る
福
祉
社
会
を
め
ざ
し
て

【
地
域
福
祉
】

　

在
宅
福
祉
事
業
や
生
活
支
援
事
業

な
ど
の
推
進
、
暮
ら
し
の
総
合
相

談
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
掘
り
起
し
、

権
利
擁
護
事
業
、
生
活
困
窮
者
支
援

事
業
な
ど
に
取
り
組
み
、
要
援
護
者

や
家
族
の
福
祉
向
上
、
自
立
促
進
を

図
り
ま
す
。
被
災
者
の
新
た
な
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
支
援
や
住
民
の
健

康
増
進
事
業
に
努
め
な
が
ら
、
こ
こ

ろ
の
健
康
相
談
セ
ン
タ
ー
や
保
健
師

ら
に
よ
る
訪
問
活
動
・
健
康
相
談
事

業
を
継
続
し
ま
す
。

【
高
齢
者
福
祉
】

　

家
庭
訪
問
に
よ
る
状
況
確
認
や
、

高
齢
者
等
安
否
確
認
事
業
を
継
続
し

ま
す
。

　

村
の
実
情
に
合
わ
せ
た
生
活
支
援

サ
ー
ビ
ス
の
検
討
を
進
め
る
ほ
か
、

「
認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
」

の
設
置
な
ど
、
関
係
機
関
と
の
連
携

に
よ
り
、
地
域
包
括
ケ
ア
体
制
の
構

築
に
取
り
組
み
ま
す
。

【
障
が
い
者
福
祉
】

　

福
祉
タ
ク
シ
ー
助
成
制
度
を
継
続

す
る
ほ
か
、
自
立
支
援
給
付
な
ど
の

障
が
い
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に

よ
る
総
合
的
な
施
策
の
推
進
に
よ

り
、
引
き
続
き
日
常
生
活
を
支
援
し

ま
す
。

【
結
婚
支
援
対
策
】

　

関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
希
望
者
が
結
婚
へ
の
第
一
歩
を

踏
み
出
せ
る
よ
う
情
報
発
信
な
ど
の

結
婚
支
援
対
策
に
、
引
き
続
き
努
め

ま
す
。

【
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
】

　

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業

な
ど
の
特
別
保
育
事
業
の
実
施
や
、

施
設
の
移
転
改
築
な
ど
を
予
定
し
て

い
る
村
保
育
会
へ
の
支
援
を
継
続
す

る
ほ
か
、
エ
ン
ゼ
ル
祝
金
の
支
給
や

新
生
児
誕
生
祝
品
の
贈
呈
を
実
施
し

ま
す
。

【
児
童
生
徒
の
医
療
費
助
成
な
ど
】

　

今
年
度
か
ら
す
べ
て
の
未
就
学
児

の
保
育
料
を
完
全
無
料
化
す
る
ほ

か
、
在
宅
子
育
て
応
援
手
当
を
創
設

し
ま
す
。

　

放
課
後
児
童
の
健
全
育
成
に
つ
い

て
は
、
城
内
、
玉
川
地
区
の
児
童
ク

ラ
ブ
を
継
続
し
な
が
ら
運
営
施
設
な

ど
の
検
討
を
行
い
、
児
童
の
健
全
育

成
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

【
母
子
保
健
】

　

健
診
や
出
産
の
た
め
に
遠
隔
地
の

病
院
へ
通
院
す
る
妊
婦
に
対
す
る
交

通
費
の
助
成
や
不
妊
治
療
の
費
用
の

一
部
助
成
を
継
続
す
る
ほ
か
、
新
た

に
産
後
１
ヶ
月
目
の
産
婦
健
康
診
査

費
用
の
一
部
助
成
や
医
療
費
助
成
の

所
得
制
限
廃
止
に
取
り
組
み
ま
す
。

【
生
活
習
慣
病
予
防
】

　

特
定
健
康
診
査
・
特
定
保
健
指
導

の
ほ
か
、
若
年
者
健
診
、
後
期
高
齢

者
健
診
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
村

民
の
健
康
管
理
、
指
導
の
強
化
に
努

め
ま
す
。
ま
た
、
歯
と
口
腔
の
健
康

の
た
め
、
歯
科
保
健
事
業
を
継
続
し

ま
す
。

【
疾
病
予
防
な
ど
】

　
Ｊ
Ａ
新
い
わ
て
が
実
施
す
る
人
間

ド
ッ
ク
の
利
用
者
へ
の
助
成
の
ほ
か

各
種
検
診
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や
65
歳
以
上
を
対

象
と
し
た
肺
炎
球
菌
な
ど
の
ワ
ク
チ

ン
接
種
を
助
成
し
ま
す
。

【
国
民
健
康
保
険
事
業
】

　

国
民
健
康
保
険
の
広
域
化
に
伴
う

制
度
周
知
を
図
る
と
と
も
に
、
健
全

な
制
度
運
営
に
取
り
組
み
ま
す
。

【
地
域
医
療
】

　

村
内
の
医
療
施
設
を
中
心
に
久
慈

保
健
所
や
県
立
久
慈
病
院
、
久
慈
医

師
会
、
久
慈
歯
科
医
師
会
な
ど
関
係

機
関
と
連
携
を
密
に
し
、
地
域
医
療

体
制
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

魅
力
あ
る
生
活
基
盤
の

創
造
を
め
ざ
し
て

【
治
山
・
治
水
・
海
岸
保
全
対
策
】

　

前
浜
地
区
防
潮
林
の
復
旧
事
業

は
、
令
和
２
年
度
完
了
を
目
途
に
植

栽
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
防
潮
堤

の
災
害
復
旧
は
、
野
田
海
岸
が
平
成

30
年
度
末
に
完
成
し
た
ほ
か
、
米
田

海
岸
は
今
年
度
末
に
、
水
門
の
自
動

閉
鎖
シ
ス
テ
ム
を
含
め
た
全
体
の
完

成
は
令
和
２
年
度
末
の
完
成
を
目
指

し
整
備
を
続
け
て
い
ま
す
。
今
後
も

県
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
早
期
完

成
を
目
指
し
ま
す
。

　

ま
た
、
台
風
や
豪
雨
に
よ
る
浸
水

被
害
を
防
止
す
る
た
め
、
北
区
地
区

の
排
水
施
設
の
整
備
を
進
め
る
と
と

も
に
、
村
道
前
田
小
田
川
線
沿
い
の

明
内
川
分
水
河
川
工
事
の
早
期
完
成

に
向
け
県
と
連
携
を
図
り
ま
す
。
さ

ら
に
旧
秋
田
川
な
ど
の
排
水
対
策
も

引
き
続
き
県
に
要
望
し
ま
す
。

【
公
共
交
通
】

　

村
営
バ
ス
の
自
由
乗
降
制
度
、
ス

ク
ー
ル
バ
ス
の
混
乗
を
継
続
し
ま

す
。
ま
た
、
さ
ら
な
る
利
便
性
の
向

上
を
図
る
た
め
、
村
営
バ
ス
の
無
料

化
に
取
り
組
む
と
と
も
に
運
行
経
路

を
検
証
を
行
い
、
運
行
の
充
実
を
図

り
ま
す
。

【
十
府
ヶ
浦
公
園
】

　

子
ど
も
の
遊
び
場
や
村
民
の
散
歩

コ
ー
ス
の
ほ
か
に
、
小
学
校
の
マ
ラ

ソ
ン
大
会
や
中
学
校
の
駅
伝
大
会
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
に
利
用

さ
れ
て
い
ま
す
。
多
目
的
広
場
を
活

用
し
た
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス
も
村

内
外
の
愛
好
者
か
ら
大
変
好
評
を
い

た
だ
い
て
お
り
、
今
後
の
さ
ら
な
る

利
活
用
に
向
け
、
住
民
・
利
用
者
と

の
協
働
に
よ
り
適
正
な
管
理
に
努
め

ま
す
。

【
住
宅
】

　

旭
町
地
区
の
村
営
住
宅
が
完
成

し
、
災
害
公
営
住
宅
を
含
め
村
営
住

宅
が
１
３
０
戸
と
な
る
こ
と
か
ら
、

基
金
を
創
設
し
、
維
持
管
理
な
ど
に

備
え
ま
す
。
ま
た
、
長
寿
命
化
計
画

に
基
づ
き
新
山
住
宅
の
塗
装
工
事
を

引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
被
災
者
住
宅
再
建
支

援
事
業
に
よ
る
補
助
や
各
種
助
成
を

引
き
続
き
行
い
ま
す
。

【
水
道
・
下
水
道
】

　

生
活
用
水
そ
の
他
の
浄
水
の
安
定

供
給
、
公
衆
衛
生
の
向
上
、
老
朽
化

に
よ
る
新
山
地
区
の
施
設
更
新
な
ど

施
設
の
健
全
経
営
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
引
き
続
き
明
内
地
区
・
泉

沢
地
区
の
下
水
道
整
備
を
進
め
、
下

水
道
等
処
理
区
域
外
で
は
、
浄
化
槽

設
置
整
備
事
業
の
普
及
を
促
進
し
、

快
適
で
衛
生
的
な
生
活
環
境
の
確
保

と
河
川
や
海
域
な
ど
の
水
質
保
全
に

努
め
ま
す
。

【
村
道
】

　

大
葛
日
形
井
線
の
拡
幅
事
業
を
継

続
す
る
と
と
も
に
、
路
面
性
状
調
査

に
基
づ
き
計
画
的
に
修
繕
工
事
を
実

施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
橋
り
ょ
う
の
調
査
点
検
結

果
に
基
づ
き
補
修
工
事
を
行
い
、
道

路
イ
ン
フ
ラ
の
適
正
な
維
持
管
理
を

行
い
な
が
ら
安
心
・
安
全
な
道
路
環

境
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

【
国
・
県
道
】

　

昨
年
12
月
に
全
線
供
用
開
始
し
た

野
田
山
形
線
は
、
全
線
改
修
後
に
村

へ
移
管
さ
れ
る
た
め
、
適
正
な
維
持

管
理
に
努
め
ま
す
。
な
お
、
台
風
10

号
で
被
災
し
た
県
道
安
家
玉
川
線

は
、
今
年
度
末
に
完
成
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
三
陸
沿
岸
道
路
の
早
期
完

成
お
よ
び
一
般
国
道
２
８
１
号
の

整
備
な
ど
に
つ
い
て
も
引
き
続
き
、

国
・
県
に
対
し
て
強
く
要
望
す
る
な

ど
、
安
全
で
利
便
性
の
高
い
道
路
環

境
の
整
備
実
現
に
努
め
ま
す
。

快
適
な
環
境
と
安
全
で

住
み
よ
い
む
ら
を
め
ざ
し
て

【
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
】

　

環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
す
る
た
め
、
一
般
住
宅
へ
の
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
設
備
の
導

入
支
援
を
引
き
続
き
継
続
し
ま
す
。

【
環
境
衛
生
】

　

久
慈
広
域
連
合
と
連
携
し
な
が
ら

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
、
小
型

家
電
・
雑
が
み
の
リ
サ
イ
ク
ル
回
収

を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
生
ご
み
処
理
機
な
ど
の
購

施

政

方

針

平
成
31
年
度

施

政

方

針
村
議
会
３
月
定
例
会
で
小
田
祐
士
村
長
が
述
べ
た
平
成
31
年
度
の

施
政
方
針
の
概
要
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

パークゴルフコースは連日大賑わいです

村では介護予防として百歳体操の普及を目指します
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情
報
伝
達
に
努
め
ま
す
。

【
消
防
団
】

　

団
員
の
各
種
訓
練
な
ど
へ
の
積
極

的
な
参
加
の
促
進
と
、
消
防
活
動
用

資
機
材
の
充
実
や
消
防
車
両
の
更

新
、
消
防
水
利
の
計
画
的
な
整
備
を

進
め
ま
す
。

【
交
通
安
全
・
防
犯
対
策
】

　

地
域
安
全
協
議
会
な
ど
の
関
係
機

関
と
緊
密
な
連
携
を
と
り
な
が
ら
、

子
ど
も
や
高
齢
者
を
対
象
に
交
通
安

全
教
室
や
街
頭
で
の
啓
発
活
動
、
防

犯
パ
ト
ロ
ー
ル
、
見
守
り
や
声
掛
け

活
動
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
特
殊
詐
欺
対
策
と
し
て
、

防
犯
用
電
話
機
器
の
貸
与
や
広
報
・

周
知
を
行
い
、
被
害
の
防
止
に
努
め

ま
す
。

【
消
費
者
行
政
】

　

消
費
生
活
相
談
の
受
付
・
苦
情
処

理
、
悪
徳
商
法
の
被
害
防
止
な
ど
に

久
慈
地
区
４
市
町
村
で
共
同
開
設
し

て
い
る
久
慈
広
域
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
と
連
携
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

豊
か
な
心
と
文
化
を
育
む

生
涯
学
習
の
推
進
を
め
ざ
し
て

【
学
校
教
育
】

　

一
人
一
人
の
能
力
、
適
性
に
応
じ

た
教
育
の
展
開
お
よ
び
教
育
環
境
の

整
備
を
図
り
な
が
ら
、
学
校
と
家

庭
、
地
域
が
連
携
し
て
、
知
・
徳
・

体
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
「
生
き
る

力
」
を
身
に
付
け
た
野
田
っ
子
を
育

み
ま
す
。

　

ま
た
、
復
興
教
育
の
充
実
を
図

り
、
郷
土
の
復
興
・
発
展
を
支
え
る

「
ひ
と
づ
く
り
」
を
目
指
し
ま
す
。

【
高
校
教
育
の
支
援
】

　

久
慈
工
業
高
等
学
校
の
定
員
確
保

の
た
め
、
三
陸
鉄
道
を
利
用
す
る
生

徒
へ
の
通
学
定
期
の
補
助
の
ほ
か
、

下
宿
生
に
対
す
る
補
助
制
度
の
充
実

な
ど
「
久
慈
工
業
高
等
学
校
を
守
り

育
て
る
会
」
を
通
じ
て
支
援
を
し
ま

す
。
管
内
唯
一
の
工
業
高
校
の
魅
力

向
上
、
生
徒
の
食
育
推
進
の
観
点
か

ら
、
引
き
続
き
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
副
食
を
提
供
し
ま
す
。

　

ま
た
、
大
学
・
専
門
学
校
な
ど
の

就
学
を
奨
励
す
る
た
め
村
育
英
会
を

通
し
て
奨
学
金
を
貸
与
し
、
村
や
村

以
外
の
奨
学
金
制
度
利
用
者
に
対
し

て
も
奨
学
金
の
返
還
を
軽
減
・
免
除

す
る
制
度
を
継
続
し
、
村
の
将
来
を

担
う
人
材
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

【
青
少
年
の
健
全
育
成
】

　

家
庭
、
学
校
、
地
域
と
の
連
携
・

協
力
の
も
と
に
、
青
少
年
の
非
行
防

止
や
安
全
確
保
な
ど
、
健
全
育
成
の

た
め
の
環
境
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

【
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
】

　

村
民
が
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み
、
打

ち
込
む
こ
と
の
で
き
る
環
境
や
施
設

の
整
備
に
努
め
、
各
種
大
会
を
招
致

し
、
総
合
運
動
公
園
や
体
育
館
を
核

と
し
た
体
育
施
設
の
有
効
活
用
を
図

り
ま
す
。
第
32
回
村
民
体
育
大
会
に

つ
い
て
は
、
多
く
の
人
が
参
加
し
や

す
い
運
営
方
法
な
ど
を
検
討
し
な
が

ら
、
地
域
の
連
帯
感
の
醸
成
と
生
涯

ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
復
興
ホ
ス
ト

タ
ウ
ン
と
し
て
台
湾
と
の
交
流
を
深

め
ま
す
。

【
芸
術
文
化
】

　

村
芸
術
文
化
協
会
と
連
携
を
密
に

し
な
が
ら
活
動
団
体
の
育
成
・
支
援

を
図
り
、
多
く
の
村
民
が
芸
術
文
化

に
親
し
み
、
心
の
豊
か
さ
と
安
ら

ぎ
、
潤
い
を
享
受
で
き
る
場
の
提
供

に
努
め
、
村
民
の
芸
術
文
化
に
対
す

る
意
識
の
高
揚
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
郷
土
資
料
の
保
護
・
活
用

を
図
る
な
ど
、
村
民
が
地
域
の
歴

史
・
文
化
に
触
れ
る
一
助
と
な
る
よ

う
努
め
ま
す
。

【
定
住
・
交
流
の
推
進
】

　
「
の
だ
暮
ら
し
体
験
村
」
と
連
携

し
、
民
泊
体
験
事
業
の
情
報
発
信
、

体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
拡
充
や
受
入
農

林
漁
家
な
ど
の
掘
起
こ
し
、
安
全
対

策
の
た
め
の
研
修
会
開
催
な
ど
受
入

体
制
の
強
化
に
取
り
組
み
、
イ
ベ
ン

ト
と
連
動
し
た
ツ
ア
ー
の
招
致
に
努

め
ま
す
。

　

ま
た
、
村
内
へ
の
移
住
・
定
住
を

促
進
す
る
た
め
、
賃
貸
を
目
的
と
し

た
空
き
家
の
改
修
や
住
宅
の
取
得
な

ど
に
対
す
る
助
成
、
そ
の
他
定
住
情

報
の
発
信
な
ど
に
努
め
ま
す
。

地
域
活
力
を
創
造
す
る

産
業
の
展
開
を
め
ざ
し
て

【
水
田
農
業
】

　

需
要
に
応
じ
た
主
食
用
米
の
生
産

と
米
価
の
安
定
の
た
め
、
引
き
続
き

飼
料
用
米
や
Ｗ
Ｃ
Ｓ
用
稲
（
ホ
ー
ル

ク
ロ
ッ
プ
サ
イ
レ
ー
ジ
）
な
ど
へ
の

転
換
を
促
進
し
ま
す
。

【
野
菜
・
花
き
類
】

　

ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
の
価
格
を
下
支
え

す
る
た
め
の
基
金
造
成
の
継
続
、
花

き
類
の
種
苗
、
生
産
資
材
、
菌
床
し

い
た
け
の
生
産
施
設
・
資
材
な
ど
に

対
す
る
助
成
を
継
続
し
、
安
定
生
産

に
努
め
ま
す
。

【
農
業
生
産
基
盤
の
整
備
】

　

泉
沢
・
中
平
地
区
に
お
け
る
農
業

基
盤
整
備
事
業
を
着
実
な
推
進
に
努

め
ま
す
。

【
林
業
】

　

シ
イ
タ
ケ
生
産
者
の
経
営
安
定
対

策
と
し
て
種
駒
購
入
費
へ
の
支
援
を

継
続
し
ま
す
。

【
有
害
鳥
獣
】

　

鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
と
連
携
を

図
り
、
自
衛
対
策
と
し
て
防
除
用
電

気
柵
な
ど
の
貸
出
と
購
入
費
に
対
す

る
助
成
を
継
続
し
ま
す
。

【
水
産
業
】

　

村
漁
業
担
い
手
育
成
協
議
会
と
連

携
し
て
就
漁
者
の
確
保
・
育
成
に
向

け
た
取
り
組
み
を
支
援
す
る
と
と
も

に
、「
岩
手
野
田
村
荒
海
ホ
タ
テ
」

な
ど
水
産
物
の
生
産
量
の
増
大
と
販

路
の
拡
大
を
支
援
し
ま
す
。

　

近
年
の
異
常
気
象
に
対
し
、
村
管

理
の
玉
川
、
下
安
家
漁
港
の
施
設
整

備
の
妥
当
性
を
検
討
す
る
調
査
を
行

う
ほ
か
、
県
が
実
施
す
る
漁
港
・
漁

場
の
整
備
を
支
援
し
ま
す
。

【
商
工
業
】

　

東
日
本
大
震
災
大
津
波
に
よ
る
被

災
事
業
者
で
本
設
に
よ
る
再
建
が
困

難
な
事
業
者
に
対
し
、
賃
貸
方
式
に

よ
る
事
業
継
続
を
支
援
し
ま
す
。

　

ま
た
、
野
田
村
商
工
会
で
取
り
組

ん
で
い
る
「
ね
ま
～
る
」
を
拠
点
と

し
た
街
中
の
賑
わ
い
創
出
事
業
や
プ

レ
ミ
ア
ム
商
品
券
発
行
事
業
な
ど
の

支
援
を
継
続
し
ま
す
。

【
観
光
】

　
「
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
」
や

「
三
陸
ジ
オ
パ
ー
ク
」
な
ど
自
然
資

源
の
活
用
、「
の
だ
塩
工
房
」
や「
涼

海
の
丘
ワ
イ
ナ
リ
ー
」
な
ど
観
光
資

源
の
情
報
発
信
に
努
め
、
村
観
光
協

会
な
ど
関
係
団
体
と
連
携
し
な
が

ら
、
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
交

流
人
口
の
拡
大
に
努
め
ま
す
。

【
雇
用
対
策
】

　

引
き
続
き
フ
レ
ン
ド
ワ
ー
ク
野
田

の
支
援
に
努
め
な
が
ら
、
就
労
問
題

懇
談
会
な
ど
各
種
情
報
提
供
を
行
う

と
と
も
に
、
健
康
診
断
を
継
続
実
施

す
る
な
ど
、
就
労
者
の
援
護
に
努
め

ま
す
。

住
民
と
行
政
の
連
携
に
よ
る

計
画
の
推
進
を
め
ざ
し
て

【
住
民
と
行
政
の
協
同
】

　

住
民
懇
談
会
や
各
種
説
明
会
な
ど

を
通
じ
て
、
住
民
の
声
を
行
政
運
営

に
反
映
す
る
と
と
も
に
、
21
世
紀
む

ら
づ
く
り
委
員
会
や
村
む
ら
づ
く
り

運
動
推
進
協
議
会
な
ど
地
域
づ
く
り

団
体
と
連
携
し
て
、
住
み
よ
い
村
づ

く
り
を
展
開
し
ま
す
。

【
男
女
共
同
参
画
】

　

村
男
女
共
同
参
画
推
進
協
議
会
と

連
携
し
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実

現
に
努
め
ま
す
。

のだ暮らし体験村でのシイタケ植菌体験

地域の特産品が勢ぞろいのNODAまんぷくマルシェ

消防団員らは訓練を重ねて万一の災害に備えます

入
補
助
や
リ
サ
イ
ク
ル
資
源
集
団
回

収
奨
励
事
業
、
古
着
な
ど
の
衣
類
回

収
に
も
引
き
続
き
取
り
組
む
ほ
か
、

資
源
集
積
施
設
な
ど
の
整
備
支
援
に

努
め
ま
す
。

【
防
災
】

　

災
害
か
ら
村
民
の
生
命
・
財
産
を

守
る
た
め
、「
い
つ
で
も
」、「
ど
こ

で
も
」、「
ど
ん
な
災
害
も
発
生
す

る
」
と
い
う
認
識
に
立
ち
、
避
難
行

動
を
促
し
て
い
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
災
害
時
に
お
け
る
情
報

伝
達
に
つ
い
て
、
各
種
情
報
端
末
へ

災
害
情
報
を
一
括
配
信
す
る
ほ
か
、

エ
リ
ア
メ
ー
ル
の
活
用
な
ど
多
様
な
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２　村営バスの路線図
〇村営バス路線図（５月１日以降）
　村営バスの路線は大きく分けて山コース（濃い線）と海コース（薄い線）の２コースで運行され
ています。

山コース 和野平地区を起点に、横合地区、明内、中平、新町を通り、駅・役場に接続す
る路線です。

海コース 南坂を起点に、根井、下安家、玉川、米田、南浜、新山を通り、駅・役場に接
続する路線です。

市街地巡回コース 新山泉沢ルートと下明内米田ルートの２系統があり、平日の10時台、14時台に
運行しています。

主
な
接
続
先

陸中野田駅 久慈市への通勤・通学・通院に利用できるよう三陸鉄道に接続しています。
村中心街 役場や金融機関、商店街など各種手続きや買い物などにご利用いただけます。
久慈工業高校 朝の通学時だけ、久慈工業高校の始業時間に間に合うようバスを運行していま

す。遠方からの通学や雨天時に便利です。
その他 アジア民族造形館や十府ヶ浦海岸、えぼし荘、涼海の丘ワイナリーなど、村の

観光施設や宿泊施設などにアクセスできます。

３　その他
　⑴　未使用の村営バス回数券について
　　　未使用の村営バス回数券は未来づくり推進課で払い戻しします。回数券とはんこを持参の　
　　うえ、５月末までに手続きをお願いいたします。
　⑵　５月１日から村営バスの運行時刻・運行ルートを改正します。
　　　運行時刻の変更に伴い、広内地区への運行を一時的に取りやめます。
■問い合わせ　　未来づくり推進課　☎ 78・2963

５月１日から運賃完全無料化
村 営 バ ス が よ り 使 い や す く

平成29年度から、２台での運行体制と
なり、住民の利便性が向上しています

　村民の交通の確保と福祉の増進に寄与するための公共交通機関として村営バスは、運行
されてきました。
　交通の利便性を確保するため、平成20年度にワンコイン制度を、平成29年度に村営バス
２台体制化など、改善を図ってきました。５月１日からはさらなる村営バスの利便性と地
域交通の拡大を目指して、村営バス乗車運賃を完全無料化します。無料化によって使いや
すくなる村営バスを住民の皆さまにもっと活用していただけるよう、利用方法や運行路な
どについて改めて紹介します。

１　村営バスの乗り方
〇フリー乗降制度とは
　村営バスはバス停留所だけでなく、バスの運行路上からでも乗ることができます（国道では交通
安全のためフリー乗降ができません。）。
　フリー乗降を利用したい場合は、村営バスの運行路でバス運転手に分か
りやすいよう手をあげる、どこで降りたいかを伝えるなど、乗降車をした
いことを運転手に分かるように伝えてください。運転手が安全に乗降でき
るようにバスを停車します。

〇運賃は完全無料化
　これまでは75歳以上の高齢者や障がいのある人などの運賃が無料と
なっていましたが、５月１日からは、誰もが無料でバスを利用できるよう
になります。

〇平日と土日祝日は運行本数・時間が異なる
　平日と土日祝日は乗客の利用形態が異なるため、運行本数や運行時間を
調整しています。村営バスをご利用になる場合は時刻表を確認のうえ、お
間違いのないようお願いいたします。

久慈工業高校の生徒が作成
したバス停が村内各地に設
置してあります

５月１日から運賃完全無料化
村 営 バ ス が よ り 使 い や す く
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村長部局　村長・小田祐士　副村長・米澤功一　　　　　　　　　　　　　　　  ( 代表番号 78・2111)
総務課
課長
　中村剛

78・2111

庶務防災班（消防防災、庁舎管理、統計調査など）
総括主査・小野寺修一、主査・久慈美津紀、主事・小林潤（併）、広内誉、谷地瑛太朗、
嘱託職員・岩山和江
財政班（村の財産管理、予算・財政、復興計画、総合計画など）
総括主査・下畑利明、主事・中川大志、丹治諭由、臨時職員・野竹鮎実
総務課付け派遣職員（カッコ内は派遣先）
主事・日形井賀友樹（県）、下向大介（久慈広域連合）

住民生活課
課長
　小野寺輝彦

78・2928
78・2927

住民生活班（戸籍、住民登録、国民健康保険、後期高齢者医療、交通安全など）
総括主査・松頭容子、主査・下新井田忍（県）、主事・大沢秀平、臨時職員・煤賀里恵、
小谷地結希乃
住まい・環境班（村営住宅、災害公営住宅、生活再建住宅支援、建築確認申請、ごみ対策など）
総括主査・中野俊男、主査・西片雅義、畑田純一、嘱託職員・藤田アユミ、臨時職員・
中村隼斗

保健福祉課
課長
　田中和弘

78・2913
     75・4321

福祉班（障がい者福祉、介護保険、生活保護、児童福祉、老人福祉など）
総括主査・八幡重光、主査・河原あゆみ（県）、主事・大沢洋晃、柾谷裕子、古屋敷
彩紀子、臨時職員・大沢明美
保健班（予防接種・健診、母子保健、栄養指導、こころのケア対策など）
総括主査・上山晃、主任保健師・大上有子、中村佳津美、保健師・北田真理、栄養士・
大向実咲 ( 新 )、嘱託職員・佐々木美沙、臨時職員・藤本真理子

産業振興課
課長
　大崎剛

78・2926

農林水産商工班（農業、畜産、土地改良、林業、有害鳥獣対策、地産地消、水産業振興、商工
業、労働福祉など）
総括主査・高田光晴、主査・小川伸路、中野雅章、主事・久慈卓、坂本良太、小野寺忍、
復興応援隊・佐々木雄治、地域おこし協力隊・山口光司、臨時職員・及川翼

税務課
課長
　小谷地鉄也（兼）

78・2930

税務班（納税証明、住民税・固定資産税・軽自動車税・国保税等賦課徴収、家屋評価・地籍図）

総括主査・小野寺勝、主事・小野魁斗、舘下ひかる、臨時職員・釜谷郁美

地域整備課
課長
　大沢勝利

78・2932
78・2933

土木班（村道・農道・林道の管理、河川・橋梁、漁港・漁村、都市公園など）
総括主査・藤森秀規、主査・荻沢弘之（県）、櫛桁順一、主事・南川正樹、大崎祐吾、
技師・中川兼博、臨時職員・菊地真冬
上下水道班（公共下水道、農業・漁業集落排水、浄化槽、水道使用料、水道工事など）
総括主査・前川満、主査・金澤文男（県）、主事・間明渉、小田晃大、嘱託職員・青名畑幸
彦（葛巻町）、臨時職員・乱場美希

未来づくり推進課
課長
　神田康弘

78・2963

未来づくり推進班（のんちゃんネット、再生可能エネルギー、定住対策、総合戦略、観
光、民泊体験、交通政策、広報、ＮＰＯなど）
総括主査・廣内鉄也、主査・島川英知、主事・古舘良太、北田圭太、川﨑雄海、五林美紀、
復興応援隊・大森秀和、崎山久美、臨時職員・上小路祥那

教育委員会　教育長・小原正弘
事務局
教育次長
　明内和重

78・2936

総務班 ( 教育予算、教員住宅の管理、奨学金・村育英会など )
主事・柾谷隆太、嘱託職員・小原友佳子
学校教育班（小学校・中学校の管理・運営、児童・生徒の就学、教育研修指導など）
総括主査・小屋畑浩明、指導主事・佐々木勝義、英語指導助手・レイチェル・ハミルトン
生涯学習文化班（アジア民族造形館、文化財、図書館の管理・運営、キッズセンターなど）
主幹兼総括主査・中居正美、主査・古山秋男、主事・立花雄太郎（新）、社会教育指
導員・大沢絹江、嘱託職員・金子美枝子、中村優子、臨時職員・川土則子、山田和子、
臨時職員・菊地秀和
生涯スポーツ班（村民体、各種スポーツ大会・レクリエーション大会の運営など）
総括主査・貮又正貴、主査・前川浩一、主事・中村日和（新）

給食センター 所長・明内和重 （兼）、栄養教諭・刈屋保子（県）、事務職員・菊地浩美
小・中学校 小学校用務員・狩野透、中学校用務員・中塚悠平
議会・各種委員会事務局　78・2934
議会事務局 局長・泉澤弘、主査・中野誠（併）、主事・林﨑剛志（併）
監査委員事務局 局長・泉澤弘（併）、主査・中野誠（併）、主事・林﨑剛志
農業委員会事務局 局長・泉澤弘（併）、主査・中野誠、主事・林﨑剛志（併）、臨時職員・米田麻子
選挙管理委員会事務局　78・2111 書記長・中村剛（併）、書記・小林潤

立花　雄太郎（左） 中村　日和（右）
①盛岡市　②教育委員会
③埋蔵文化財など
④歴史を通じて野田村の
ためになりたいです！

①下安家　②教育委員会
③ホストタウン交流・悠
You スポーツクラブなど
④「この人が役場にいてくれ
てよかった」と思ってもらえ
るように日々頑張ります！

■村新採用職員のご紹介　①出身、②所属課、③担当業務、④抱負で紹介します。

村行政組織と事務分担のお知らせ
　今年度の職員の人員配置や担当する事務・事業についてお知らせします。
※村では復興関連業務がほぼ完了し、今後は地方創生や住民福祉のさらなる向上を推進するべく、
　住民福祉課と特定課題対策課、復興むらづくり推進課の廃止および住民生活課と保健福祉課、未
　来づくり推進課の新設などの組織再編を行いました。
※（県、市町村）は派遣職員、（兼）は兼務、（新）は新採用、（併）は併任、（再）は再任用で、太字は異動者。
※太字の電話番号はのんちゃんネットの利用が可能です。

～大型連休に関するおしらせ～

　

連休中のごみ収集及びごみ処理施設の
特別開場について
　４月27日から５月６日にかけての
連休中のごみ収集及びごみ処理施設の
開場は以下のとおりとなります。
〇ごみ収集
　通常の日程どおり
〇処理施設
　４月29日（月）～５月３日（金）
　各施設とも午前中開場

■問い合わせ
　住民生活課　☎ 78・2927

住民生活課窓口　臨時開設のお知らせ
　住民票の写しなど、各種証明書発行を行います。
　どうぞご利用ください。
○開設日時　令和元年５月１日（水）９：00～16：00
○受付するもの
　・住民票の写し、印鑑証明書、戸籍証明書の発行
　・住民異動届の受付（転入、転出届など）
　・印鑑登録
　※死亡届、婚姻届などの戸籍の届出は通常通り土　　
　　日、祝日も受付します。
　※パスポート発行、マイナンバー関連など、上記以　
　　外の事務は行いません。
■問い合わせ　住民生活課　☎ 78・2928

出納室
会計管理者
　小谷地鉄也 ( 兼 )
出納室長
　小屋畑勝久(再)
78・2931

会計班（村の公共料金窓口、岩手県収入証紙販売、支出・収入の審査確認など）

主事・小峠恒介、嘱託職員・山道和代
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東日本大震災で被災した世帯に対し、以下のとおり住宅再建の支援を行います。
※制度によって申請期限が異なりますので、ご注意ください。詳しくは担当課にお問い合わせください。

制度・申請期限 概　　　要 補　助　額
被災者生活再建支援制度

（加算支援金）
令和２年３月31日　※１

住宅が被災（全壊、大規模半壊、半壊後解
体）し、新たに住宅を建設・購入した世帯
への補助

一人世帯…上限150万円
二人以上の世帯…上限200万円

被災者住宅再建支援事業
令和３年３月31日　※１

住宅が被災（全壊、半壊後解体）し、新た
に住宅を建設・購入した世帯への補助

一人世帯…上限150万円
二人以上の世帯…上限200万円

復興住宅新築利子補助
令和３年３月31日　※２

住宅が被災し新たに住宅を新築した場
合、金融機関などから借り入れた際の利
子相当額を一括で補助

住宅本体の費用…上限457万円
住宅用地の購入…上限206万円
住宅用地の造成…上限59.7万円

既住住宅債務（２重ローン）
への利子補給
令和３年３月31日　※２

被災により、新たに住宅の新築や補修の
ための資金を借り入れた場合、被災前の
住宅の借り入れに利子補給

被災前の住宅債務に対し、５年分の利子
を補給

バリアフリー対応経費補助
令和３年３月31日　※２

新築住宅で、一定の基準（品確法等級3以
上）を満たすことで補助
申請費用も補助対象

75㎡未満…40万円
75㎡以上120㎡未満…60万円
120㎡以上…90万円

県産材使用経費補助
令和３年３月31日　※２

新築住宅での県産材の使用量に応じて
補助

1㎥以上…1万円/㎥、10㎥以上…20万円
20㎥以上…30万円、30㎥以上…40万円

地域産材補助
令和３年３月31日　※２

久慈地域（久慈市、洋野町、野田村、普代
村）産の木材を使用して住宅を建てた場
合、県の補助に上乗せで補助

1㎥以上…5千円/㎥、10㎥以上…10万円
20㎥以上…15万円、30㎥以上…20万円

給水装置工事補助
令和３年３月31日　※２

給水設備から本管までの給水管の接続
工事を補助

必要経費の１/２を補助
上限20万円

排水設備工事補助
令和３年３月31日　※２

排水設備から下水道本管や浄化槽など
への排水管の接続工事を補助

必要経費の１/２を補助
上限17.5万円

景観再生補助
令和３年３月31日　※２

新築・購入した住宅用地で、人工物を除
く生垣などの景観に配慮した柵などの
設置費用を補助

費用の１/２を上限５万円まで、野田村
商品券で補助

引っ越し補助
令和３年３月31日　※２

災害公営住宅を含む再建住宅へ引っ越
す際の経費を補助 上限20万円

■住宅が被災し、住宅の再建を行う場合に受けられる補助

制度・申請期限 概　　　要 補　助　額
バリアフリー改修補助
令和３年３月31日　※２

被災住宅で、床の段差解消・手すり・高齢
者トイレの設置などを行う場合に補助

工事費の１/２以内
上限60万円

県産材使用改修補助
令和３年３月31日　※２

県産材を積極的に使用した改修を行う
場合に補助（1㎥あたり0.04㎥以上の県
産材の使用または0.5㎥以上の県産材を
使用するもの）

工事費の１/２以内
上限20万円

■被災住宅を修繕する場合に受けられる補助(つづき)

制度・申請期限 概　　　要 補　助　額
被災者生活再建支援制度

（加算支援金）
令和２年３月31日　※１

住宅が被災（全壊、大規模半壊、半壊後解
体）し、住宅を賃貸した世帯への補助

一人世帯…上限37.5万円
二人以上の世帯…上限50万円

災害援護資金
令和２年３月31日　※１

震災により住宅、家財に被害を受けた世
帯が生活再建に要する費用について、村
が貸し付けを行う

限度額は、被害程度により
150万円～350万円

住まいの復興給付金
住宅の引渡日から1年以内

（令和３年12月31日までに
引き渡された住宅が対象）
※１、３

被災した住宅の再取得（建築、購入）や被
災した住宅の補修に係る消費税の引き
上げによる負担額を補助
※消費税率引き上げ後に支払いをした
人が対象

建築、購入の場合、居宅部分の床面積1㎡
あたり5,130円
補修の場合、1㎡あたり840円から1,680
円と工事の実費の増税分に相当する額
との少ない方

被災宅地復旧工事費補助
令和３年３月31日　※２

被災住宅の宅地で、のり面の保護、地盤
の補強・整地、排水施設や擁壁の設置・補
強、地盤調査など被災住宅地の安全性の
回復に必要な工事を対象に補助

工事経費の合計が１宅地につき、20万円
以上の工事の１/２以内
上限200万円

■その他の補助

■問い合わせ ※１　保健福祉課　☎ 78・2913　　※２　住民生活課　☎ 78・2927
※３　住まいの復興給付金事務局コールセンター　☎ 0120・250・460

制度・申請期限 概　　　要 補　助　額
被災者生活再建支援制度

（加算支援金）
令和２年３月31日

住宅が被災（全壊、大規模半壊、半壊後解
体）し、自ら居住するために住宅を補修
した世帯への補助

一人世帯…上限75万円
二人以上の世帯…上限100万円

修繕費用の利子補給
令和３年３月31日　※２

住宅を補修するために、金融機関などか
ら借り入れをした際の利子を補給

対象となる補修金額の限度額640万円、
金利１％以内で５年分の利子を補給

住宅補修補助
令和３年３月31日　※２

被災者生活再建支援制度の対象にならな
かった、半壊一部半壊住宅の補修を補助

10万円以上の工事費の１/２以内、上限
30万円を補助

耐震改修補助
令和３年３月31日　※２

被災住宅で現行の耐震基準を満たさな
い住宅を耐震基準に適合させるための
改修への補助

工事費の１/２以内
上限60万円

■被災住宅を修繕する場合に受けられる補助

店舗リフォーム奨励金・住宅リフォーム奨励金のお知らせ

▷店舗リフォームを応援します‼
　活力と魅力ある店舗を創出し、商工業の活性化を図ることを目的として、「店舗リフォーム
奨励金」制度を実施しています。

▷住宅リフォーム奨励金制度が使いやすくなりました‼
　一度奨励金を活用した住宅・村民でも、実施の翌年度から起算して５年以上が経過していれ
ば再度活用することが可能となりました。対象者や対象工事、奨励金の額などは従来通りです。
詳細は、下記にお問い合わせください。

対 象 者
対象店舗
対象工事

奨 励 金
そ の 他

本村で小売業などを営む中小企業者
小売業などを営み、かつ、この奨励金を過去３年間受けていない店舗など
村内業者施工の20万円以上の工事※

※店舗の修繕・改築・増築・模様替え、店舗の維持・機能向上のために行う補修など
工事額の10分の２以内（上限10万円）を野田村共通商品券で交付
村税を滞納していないなど条件がありますので、詳細は下記にお問い合わせください。

■問い合わせ　産業振興課　☎ 78・2926

被災者　住宅再建　支援する事業　お知らせの を の
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　村内の小・中・高校入学式は、４月５日から
８日にかけて各校で行われ、会場では真新しい
制服や洋服に身を包んだ児童や生徒たちが緊張
した面持ちながらも胸を張り、目を輝かせて式
に臨みました。

村内学校入学式

新たな学校生活の始まり

入学許可を得て引き締
まった表情の久慈工業
高等学校の新入生

　３月21日、小野寺サノさんの白寿祝が小野
寺さん宅で行われ、小田村長から記念品が贈ら
れました。働き者で旦那さんと仲睦まじく、旦
那さんの自慢をよく話してくれるサノさんは、
子ども２人、孫５人、ひ孫８人と大家族。
　当日はお祝いにかけつけた親族から花束や可
愛い折り紙のツルなどが贈られ、終始穏やかで
笑顔に包まれたお祝いとなりました。

サノさんを囲んで記念撮影

長寿を笑顔でお祝い
小野寺サノさんが99歳に

　３月22日、涼海の丘ワイナリー新酒発表
会が国民宿舎えぼし荘で開催されました。今
回、お披露目されたのは「紫雫マリンルージ
ュ 2018」のロゼと赤、８カ月間新樽に詰めて
熟成した「紫雫
マ リ ン ル ー ジ
ュ 2017樽 熟 成 
赤」の３種。例
年より高糖度な
山ブドウを使い、
酸味と苦みがま
ろやかとなった
今年のワイン。
参加者は、それ
ぞれの個性が際
立つ深い味わい
と香りをじっく
りと堪能してい
ました。

涼海の丘ワイナリー新酒発表会

今年も美味しいワインが完成

今回は三陸鉄道の全線開通の記念
ラベルも数量限定販売

　３月21日から31日にかけて中央公民館で「ひろ・く
わおり“暖”ボールアート 北の浮世絵展」が開催されま
した。独自の画法で段ボールアートを確立したひろ・
くわおりさんは、えりも町出身で札幌市在住。営んで
いた昆布の販売店で余っていた段ボールに絵を描くこ
とをきっかけに、この画法を確立しました。これまで
に23回の個展を開催し、海外出展の話も出始めてい
ます。表面を切り抜く独特の画法は暖かみのある作品
を生み出し、観る人たちを楽しませました。

“暖”ボールアート北の浮世絵展
段ボールで作る

展示会で作品について説明するくわおりさん

友好市町村だより

　３月７日、野田小学校体育館で同校合奏団に
よる『ありがとうコンサート』が開催されました。
　当日は演奏のほか、在校生らから退団する６
年生に花束や一人ひとりの頑張りをねぎらう
メッセージが書かれた色紙が贈られました。あ
らためて、合奏団の誇りと熱意を確かめ合った
６年生と在校生。観客は、１年間の感謝をのせ
た両者の美しい音色に魅了されていました。

６年生への感謝を伝える在校生たち

高らかに響く感謝込めた演奏
野田小学校合奏団 ありがとうコンサート

　東日本大震災から８年目を迎えた３月11日。
村内外の多くの人が十府ヶ浦公園内ほたてんぼ
うだいに足を運び、献花と黙とうにより犠牲者
への追悼の意を表しました。
　今年から誰でも自由に訪れ、献花・追悼を行
える形式となった同行事。訪れた人は、犠牲者
を悼み、津波災害の教訓を語り継ぐことの重要
さを再確認しました。

東日本大震災追悼行事

安全な村に向けて誓いを新たに

犠牲者の冥福を祈る参加者

　３月26日、久慈市防災センター防火教育ホー
ルで平成30年度久慈地区幼少年婦人防火委員
会定例表彰式が行われました。
　村からは下記の５人と１団体が表彰され、防
火思想の普及啓発や防災への取り組みが評価さ
れての受賞となりました。

５個人・１団体が受賞！
久慈地区幼少年婦人防火委員会定例表彰式

　歯科口腔衛生思想の普及啓発を目的に実施さ
れる県よい歯コンクールのイー歯トーブ8020
コンクール部門において、本村から赤坂シズエ
さんと北田浅五郎さんの２人が選ばれました。
80歳を超えても20本以上自分の歯がある人が
受賞される同部門。それぞれ工夫を凝らした歯
みがきや日々の食事に気を付けて過ごし続けて
きたことが実を結んでの受賞となりました。

県歯科医師会　よい歯のコンクール

イー歯トーブ8020で２人が受賞

よく噛むことを心掛け、
３日に１度の頻度で塩水
での歯みがきが秘訣だと
話す赤坂さん

防火ポスター 優秀賞 小野寺大
だ い と

翔
努力賞 外舘　真

ま さ き
樹

クラブ指導者 大澤由美、仲村瞬、前川智佳子
優良少年消防クラブ( 県) 野田村少年消防クラブ
優良な少年消防クラブ( 国) 野田村少年消防クラブ

賞状を受け取る外舘くん

賞状を受け取る小野寺くん

歯科医からブラッシング
指導を受け、糸ようじで
丁寧な歯みがきを心掛け
ていると話す北田さん

呼名に立派に応える
野田中学校の新入生

野田小学校の入学式は表紙（１㌻）に掲載

むらの話題
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　３月７日、村生涯学習センターで、のだキッズセンターの児童27人、講師26人が参加して「ありが
とうパーティー」が開催されました。１年間お世話になった講師の皆さんとクイズ大会をしたりステー
ジでダンスを披露したりと、楽しく賑やかに交流を深めた児童たち。最後には手づくりのメッセージ
カードを講師に手渡し、感謝の気持ちを伝えました。

１年間の感謝を込めたパーティー
放課後子ども教室「のだキッズセンター」

みんな笑顔ではい、チーズ！

　３月15日、愛宕参道広場で「3.11夢灯り」が
行われました。
　株式会社トモスからキャンドルを寄贈いただ
き、震災後から毎年実施している夢灯り。今年
も「野田村ファイト！」「明るい未来を創ろう」
など、村内の小中学生による希望を込めたメッ
セージを、キャンドルの優しく温かい灯りが照
らし出していました。

柔らかな光が、訪れた人々を癒しました

優しい灯りに未来を描く
３．１１夢灯り

　３月28日、村体育館で平成30年度最後のe-
スポ広場が開催されました。誰でも楽しめるス
ポーツ交流会がテーマのe-スポ広場。昨年度は
43回開催され、高齢者を中心に延べ約800人
が参加しました。健康づくりや交流の場にぴっ
たりだと参加者から満足の声が上がっています。
　今年度も毎週木曜日、午後２時から村体育館
で開催しますのでお気軽にご参加ください。

ｅ-スポ広場

笑顔で楽しく、健康づくり！

誰でも、仲間と気軽にスポーツを楽しめます

〇日時　４月20日( 土 )　午後２時～
〇場所　村図書館

あ っ ぷ っ ぷ お は な し 会

〇日時　５月18日( 土 )　午後２時～
〇場所　村図書館

あ っ ぷ っ ぷ お は な し 会

　のだキッズセンターは小学生の放課後の居場所づくりを目的に地域の人を講師に迎え、茶道や料理など
さまざまな体験活動を実施しています。
　５月からの活動開始に伴い、子どもたちの見守りや昔遊び、簡単な工作を教えてくださるボランティア
を募集しています。詳細は、教育委員会事務局（☎ 78・2936）にお問い合わせください。

連 載

　野田村の野田玉川鉱山は、日本最大のマンガン鉱山であり、バラ輝石（学名ロードナイト）という鉱石
の日本唯一の産地です。「バラ輝石」は、あざやかなピンク色・鮮紅色の宝石「マリンローズ」として加
工販売されています。

賢治と野田村 No.２
宮沢賢治学会イーハトーブセンター
元理事　菊池善男・著

2020年東京オリンピック・パラリンピック大会を盛り上げるため、２月28日現在、全国
380自治体が121カ国を相手国にホストタウンとして登録されています。本村では、復興

『ありがとう』ホストタウンの相手国として台湾を登録しています。

盛岡でホストタウンPR　野田中学校２年生
　３月16日・17日、イオンモール盛岡で「いわてスポーツフェスティバル」が開かれ、東京
2020オリンピック・パラリンピック大会の開催500日前イベントとして気運を盛り上げました。
　ステージイベントのほか、県内でホストタウン
に取り組む14市町村が紹介ブースを出展し、本
村では台湾とのホストタウン交流の紹介と野田中
生が作成したポスターを展示してアピールを行い
ました。
　ステージでは野田中学校２年生が創作太鼓の演
奏と、村の復興状況を発表し、迫力ある太鼓の演
奏に来場者は足を止め見入っていました。
　村が取り組んできたホストタウン事業は、未来
を担う中学生に息づき、今後も継続される台湾と
の交流にも生かされます。野田村の太陽としてさ
らに光り輝いてくれることを期待しています。

連 載
ホストタウンの取り組み No.2

それぞれの思いを込め打ち込みます

　
　

暁
ぎ
ょ
う
き
ゅ
う
穹
へ
の
嫉
妬
（
一
九
二
五
年　

二
月
六
日
）

薔ば

ら薇
輝き
せ
き石
や
雪
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を
集
め
て
、

ひ
か
り
け
だ
か
く
か
ゞ
や
き
な
が
ら

そ
の
清
麗
な
サ
フ
ァ
イ
ア
風
の
惑
星
を

溶
か
さ
う
と
す
る
あ
け
が
た
の
そ
ら

さ
っ
き
は
み
ち
は
渚
を
つ
た
ひ

波
も
ね
む
た
く
ゆ
れ
て
ゐ
た
と
き

星
は
あ
や
し
く
澄
み
わ
た
り

過
冷
な
天
の
水
そ
こ
で

青
い
合
図
（w

ink

）
を
い
く
た
び
い
く
つ
も
投
げ
て
ゐ
た

そ
れ
な
の
に
い
ま

（
と
こ
ろ
が
あ
い
つ
は
ま
ん
円
な
も
ん
で

　

リ
ン
グ
も
あ
れ
ば
月
も
七
っ
つ
も
っ
て
ゐ
る

　

第
一
あ
ん
な
も
の
生
き
て
も
ゐ
な
い
し

　

ま
あ
行
っ
て
見
ろ
ご
そ
ご
そ
だ
ぞ
）
と

草
刈
が
云
っ
た
と
し
て
も

ぼ
く
が
あ
い
つ
を
恋
す
る
た
め
に

こ
の
う
つ
く
し
い
あ
け
ぞ
ら
を

変
な
顔
し
て　

見
て
ゐ
る
こ
と
は
変
ら
な
い

変
ら
な
い
ど
こ
か
そ
ん
な
こ
と
な
ど
云
は
れ
る
と

い
よ
い
よ
ぼ
く
は
ど
う
し
て
い
ゝ
か
わ
か
ら
な
く
な
る

…
…
雪
を
か
ぶ
っ
た
は
ひ
び
ゃ
く
し
ん
と

　
　

百
の
岬
が
い
ま
明
け
る

　
　

万
葉
風
の
青
海
原
よ
…
…

滅
び
る
鳥
の
種
族
の
や
う
に

星
は
も
い
ち
ど
ひ
る
が
へ
る

　賢治の詩「暁
ぎょうきゅう

穹への嫉妬」は、景勝の地「十府ヶ浦海岸」と「バラ輝石」の輝きをイメージしたものと
されています。百の岬に光がひろがる、青海原の明けがたの空（暁穹）への賢治の心象が込められています。
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村からのお知らせ

平成 31(2019) 年４月号　No.552　広報のだ 平成 31(2019) 年４月号　No.552　広報のだ

お買物はスタンプ会加盟店をご利用ください。事務局☎78・2012

　去る、３月22日（金）午前10時より七福スタンプ抽選会が行われ、901枚もの応募の中から、厳
正なる抽選の結果、右記の皆様に３千円分の商品券が当選致しました。おめでとうございます。

　また、抽選会場となったサロン・ド・寿恵留様のご厚意により豪華景品
を１名様にプレゼントされるサプライズもございました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　６月までは紫・ピンク色のスタン
プ券が混ざっている満点台紙でもお買い物出来ます。７月からはピンク色のスタ
ンプ券のみの使用となりますので、紫色のスタンプ券はお早めにご利用ください。

スタンプ券の色が紫からピンクに変わっています

★商品券（3,000 円分）の当選者（10名）
安藤　　正 様（新山）
大沢　紘郎 様（北区）
小野りつ子 様（南浜）
崎廣ハツエ 様（北区）
坂本るみ子 様（門前小路）

大沢ちかこ 様（前田小路）
大沢　くに 様（旭町）
川﨑　ユキ 様（玉川）
坂本　つせ 様（宇部町）
中野ハナ子 様（前田小路）

辻鼻　　久 様（泉沢）　　　　　　　　　（順不同）
★サロン・ド・寿恵留様 特別賞当選者（1名）

３千円分の商品券が10名様に当たります。

●次回抽選会●
令和元年５月22日（金）午前10時 前龍商店様の店舗【 前龍商店 】

・営業時間　午前７：00 ～ 午後５：00
スタンプ券を出し忘れていたら遠慮なさらず
に声を掛けてください！
　ご来店お待ちしております（店主）

七福スタンプ第25回抽選会　当選者発表

行政相談委員を紹介します
Information - お知らせ -

　平成31年４月から本村の行政相談委員と
して小谷地英正氏が総務大臣からの委嘱を受
けました。
　小谷地氏は今回初めての委嘱ということ
で、前任の米田收氏には平成25年４月から
平成31年３月までの６年間行政相談委員と
して活動いただきました。
　行政相談員委は、皆さまの身近な相談相手
として国の行政活動全般に関する苦情や相談
を受け付け、相談者への助言や関係機関に対
する改善の申入れなどを行っています。
　今年度の開催予定は右記のとおりです。

〇開設日
　４月17日、７月17日、10月16日、11月３日、
　令和２年１月22日
〇開設時間　午前 10 時～正午
〇開設場所　役場２階　第１委員会室

野田村を担当区域とす
る行政相談委員は、

小谷地　英正さん

です。

　重い障がいのある人に対して、福祉タク
シー助成券を交付します。
〇助成内容
　タクシー初乗り基本料金分の助成
　※村内、久慈市、洋野町、普代村内のタク
　　シーのみ利用可能
〇対象者　次のすべての要件を満たす人
　①次の障がい程度の障害者手帳を所持し　
　ていること
　　身体：１級・２級、療育：Ａ、
　　精神保健福祉：１級
　②世帯員全員が住民税非課税であること
　③村内に住所があり、在宅であること
〇交付枚数
　1 カ月２枚とし、申請のあった月から令和
　２年３月分までを（最大24枚）
〇必要書類など　障害者手帳、はんこ
■問い合わせ・申請先
　保健福祉課　☎ 78・2913

福祉タクシー助成券をご利用ください
Information - お知らせ -

国民健康保険税について
Information - お知らせ -

　平成31年度国保税率に変更はありません
が、以下の変更をお知らせします。
〇医療分の賦課限度額が、58万円から61万
　円に引き上げられます。
〇低所得者軽減制度における基準額が、５割
　および２割で引き上げられます。
〇旧被扶養者減免措置において、均等割・平
　等割の適用に期間制限が設けられます。
　納税通知書などの送付は、７月中旬を予定
していますが、年金天引きされている人は、
４・６・８月の年金支給日に２月分と同額を
仮徴収します。口座振替を希望する場合には
申し出てください。
　また、資格の異動がある人は住民生活課に
届け出てください。
■問い合わせ
　税務課（国保税）　☎ 78・2930
　同課ホームページ（右記QRコード）　
　住民生活課（国保資格）　☎ 78・2928
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、
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。
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平
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13
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に
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走
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た
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や
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。
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。
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が
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賜
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。
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な
ど

の
美
し
い
景
色
に
囲
ま
れ
、
荒
海
ホ

タ
テ
、
南
部
福
来
豚
、
山
ぶ
ど
う
ワ

イ
ン
な
ど
な
ど
、
山
海
の
食
材
も
お

い
し
い
も
の
ば
か
り
で
、
と
て
も
充

実
し
た
生
活
を
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た（
体
重
が
２
年
間
で
６
㌕

増
え
ま
し
た
が
、
県
に
戻
っ
て
１
週

間
で
３
㌕
落
ち
ま
し
た
）。

　

４
月
か
ら
立
場
が
変
わ
り
ま
し
た

が
、
野
田
村
で
の
貴
重
な
経
験
と
、

皆
様
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
生
涯
忘

れ
ず
、
野
田
村
の
復
興
と
発
展
を
応

援
し
て
い
き
ま
す
。
２
年
間
、
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

副
村
長
退
任
の
ご
あ
い
さ
つ高橋　正志

副
村
長
退
任
の
ご
あ
い
さ
つ

副
村
長
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ米澤　功一

副
村
長
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

米
澤
氏
が
副
村
長
に
就
任

平
成
31
年
４
月
１
日
付
で
米
澤
功
一
氏
が
副
村
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

平
成
29
年
度
よ
り
副
村
長
を
務
め
ら
れ
た
高
橋
正
志
氏
は
、
任
期
満
了

に
つ
き
退
任
さ
れ
、
派
遣
元
の
岩
手
県
庁
に
戻
ら
れ
ま
し
た
。
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（３月受付分   ※敬称略）

平成 31(2019) 年４月号　No.552　広報のだ 平成 31(2019) 年４月号　No.552　広報のだ

　４月から令和２年３月分までの国
民年金保険料は、月額16,410円です。
　保険料は、納付書により、金融機
関・郵便局やコンビニで納めること
ができます。また、クレジットカー
ドによる納付や便利でお得な口座振
替もあります。
　保険料を納め忘れた状態で、障害
や死亡といった不慮の事態が発生す
ると障害基礎年金や遺族基礎年金を
受けられない場合があります。
　経済的な理由などで保険料の納付
が困難な場合に、保険料の納付が免
除・ 猶 予 と な る 制 度 が あ り ま す の
で、下記にご相談ください。
■問い合わせ
　二戸年金事務所　☎ 0195・23・4111
　住民生活課　  ☎ 78・2928

平成 31年度国民年金
保険料について

年
　金

　近年、全国各地で発生している地
震や豪雨などの災害をきっかけに防
災に対する地域の関心が高まってい
ます。大規模な災害が発生した直後
は、行政機関による対応が困難なこ
と も あ り、 住 民 が お 互 い に 助 け 合
い、人命救助や避難所運営にあたる
ことが求められます。
　昨年度、村男女共同参画推進協議
会では防災をテーマに講演会を開催
し、地域の防災・避難所運営で求め
られる事柄について理解を深めまし
た。ご希望に応じて講演会の資料を
提供しますので、事務局までご相談
ください。
■問い合わせ
　住民生活課（事務局）
　☎ 78・2928

防災・避難所運営に
ついて

男女
共同

　国民健康保険は加入するときや脱
退するときには届出が必要です。
　届出が遅れると保険料を二重に納
めることになったり、長期間さかの
ぼって保険料を納めなければなりま
せん。
　また、社会保険に加入している人
が国保の保険証を使用して医療機関
を受診した場合は医療費を返還して
いただくことにもなります。
　保険証が変更となった場合は、14
日以内に届出をしましょう。
〇届出が必要なとき
　・職場の健康保険をやめたとき
　・職場の健康保険に加入したとき
　・他の市町村へ転出するとき
■問い合わせ
　住民生活課　  ☎ 78・2928

保険証の切替手続きは
忘れずに、お早めに

国
　保

災害義援金の受け入れ状況
温かいご支援をいただきまして誠

にありがとうございます。
受入期間 H31.3.1~3.31
受入件数、金額 ２件、200,000 円
受入総件数、金額

1,369 件、109,926,120 円

を募集しています。
■問い合わせ
　未 来 づ く り 推 進 課　☎ 78・2963

空き家・宅地、民間企業や
個人のアパート情報

　村では、新卒者を２年間継続して
雇用した村内の事業者に対し、奨励
金を交付します。
〇奨励金の交付対象者
　採用が内定した新卒者（２親等以
内の親族を除く）を、 ２年間以上常
用雇用した村内事業者。
〇奨励金の額
　交付対象となる新卒者１人につき
48万円（卒業年度の10月31 日までに
採用内定した場合、72万円）。
〇申請方法
　新卒者の内定後に内定届出書を提
出してください。
　その後、雇用期間２年経過後に申
請手続きを行うことができます。
〇提出期限
　・早期内定者（72万円対象）
　　11 月末日
　・その他内定者（48万円対象）
　　４月末日
〇その他
　奨励金の交付には上記以外にも条
件があります。詳細は事前にご確認
ください。
■問い合わせ
　産業振興課　☎78・2926

新卒者の地元就職と雇用拡
大を応援します

　生活の不安や困りごとを抱えてい
る人を対象に、下記のとおり出張相
談を開催します。
〇相談例
・仕事がみつからない、続かない
・収入より借金が多く家計が苦しい
・家族がひきこもっている
〇開催日
　５月８日、６月５日、７月３日、
　８月７日、９月４日、10 月２日、
　11月６日、12月４日、令和元年
　１月８日、２月５日、３月４日
〇時間　13：30～15：00
〇場所　役場２階　第１委員会室
〇その他　相談予約がある場合は、
　予約優先となります。
■問い合わせ
　久慈市社会福祉協議会生活あんし
　ん相談室　☎ 61・3741

生活困窮者に対する自立相
談支援事業 出張相談

〇日時
　５⺼21日（火）10：30～11：30、
　13：30～14：30
〇場所　村生涯学習センター
〇備考　予約不要。
■問い合わせ
　久慈税務署　☎ 53・4175

消費税軽減税率制度説明会
（一般事業者向け）の開催

　犬の飼い主は、首輪や鎖、リード
を定期的に点検し、犬が逃げ出さな
いようにしましょう。もし、飼い犬
がいなくなったときには、役場や久
慈保健所へ連絡をお願いします。
　また、５月には春季狂犬病予防集
合注射を実施します。日程が決まり
次第、のんちゃんネットで周知しま
す。登録済みの犬の飼い主には通知
ハガキでお知らせします。
■問い合わせ
　住民生活課　☎78・2927

犬の首輪やリードは定期的
に確認しましょう

人の動き
男 　　2 , 0 2 4 人 （ － 1 0 ）
女 　　2 , 2 0 5 人 （ ＋ ２ ）
計 　　4 , 2 2 9 人 （ － ８ ）

世帯数　　1 , 6 4 7 世 帯 （ ＋ ５ ）
（人口、世帯数は外国人を含む）

村内の交通事故　人身事故 0 件
　　　　　　　  物損事故 2 件
救急車出動件数　　　　   13 件

（うち村外 5 件）
飲酒運転検挙者数　　　　0 人

事故などの状況

駐在所だより

野田駐在所長 佐々木 隆二  ☎ 78・2161

☆春の全国交通安全運動
【運動期間】

　５月 11 日（土）から 20日（月）まで
【推進重点】

①子どもと高齢者の安全な通行の確保
と高齢運転者の交通事故防止
②自転車の安全利用の推進
③すべての座席のシートベルトと
　チャイルドシートの正しい
　着用の徹底
④飲酒運転の根絶

ホッとひといき…
４月の人事異動で５年ぶりに広報担

当に戻ってきました島川です。５年も
たつとカメラの使い方も忘れ、広報の
作り方もすっかり変わっていて、戸惑
いながらの広報発行になりました。住
民の皆さまにもこれから取材などでた
くさんお世話になると思いますが、ど
うぞよろしくお願いします。（島）

（78）
（96）
（91）
（81）

■ご冥福を祈ります
玉 川 福 藏
柳 香 フ ヨ
種 綿 忠 藏
新 山 定 男

玉 川
大 葛
種 綿
下 新 山

☆お誕生おめでとう
新山　弘

こうゆう
悠（弘樹・さゆり）中 新 山 　今月もかわいいお手紙が届きました。

　来月も力作をお待ちしています！

坂
本　
澪
ち
ゃ
ん
（
北
区
・
１
歳
）

㋫
上
手
に
の
ん
ち
ゃ
ん
に
色
を
塗
れ
た

ね
！

みんなの声・イラストコーナーみんなの声・イラストコーナー

㋫
フ
ワ
ち
ゃ
ん
と
プ
ル
ン
ス
が
楽
し
く
あ

そ
ん
で
い
る
ね
！

㋫
き
れ
い
な
お
花
に
囲
ま
れ
、
楽
し
そ

う
な
の
ん
ち
ゃ
ん
だ
ね
。

島
川
千
鶴
ち
ゃ
ん
（
下
安
家
・
５
歳
）

藤
森
汐
香
ち
ゃ
ん（
米
田
・
８
歳
）

㋫満開の桜がお見事です。都市公園
の桜もこうなるのかな？

中野佐加惠さ　
　ん（門前小路・72 歳） 澤口璃帆ちゃ

ん （下明内・４歳）

澤口珠莉ちゃ
ん （下明内・11 歳）

大沢明里ちゃ
ん （旭町・７歳）

㋫タンスの中にはステキなドレスが
入っているのかな？

㋫４月といったら入学式！新しい学
校生活が始まるよ！

㋫サクラの花びらのなか、お団子を
食べるのんちゃん。おいしそう！

作業員・アルバイト募集中

　・18才～55才（要、普通（中型）自動車免許）

　・定員1～2名（詳しくは、面接にて）

元号が「令和」と決まった４月‼
新一年生の皆さんご入学

おめでとうございます。

これからの野田村の発展を期待します。

皆さまのご来店を
お待ちしております
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うちの

愛 犬 を 紹 介 ♡

　ウォーキングしている知らない人にも元気にじゃ

れつく、人懐っこくて甘えん坊なタロくん。ふわふ

わとした毛に隠れた大きい目がチャームポイントだ

そうです。

　普段はおうちの近くをお散歩しますが、十府ヶ浦

公園のドッグランでは円周を歩く不思議な癖がある

タロくんでした。

タロくん宇部 （トイプードル：１歳・中平）

№ 11

澤口貢介さ
ん、秋子さ

ん

横町地区・二女

澤口 錦
に し か

佳ちゃん

公園でいっぱい遊ぼう
ね♪歩けるようになった
らお散歩しようね。
お兄ちゃん・お姉ちゃんから

丹治諭由さ
ん、悠さ

ん

中平地区・二男

丹治 福
ふ く の す け

之輔くん

いつもニコニコ笑ってくれ
てありがとう！元気に大きく
なってね！

家族みんなから

島川英知さ
ん、佑佳さ

ん

下安家地区・長男

島川 大
だ い き

毅くん

いっぱい食べて、大きく
なって、一緒にポケモン
で遊ぼうね！

お姉ちゃんから

橋場一敏さ
ん、聡美さ

ん

下安家地区・三男

橋場 優
ゆ う し ん

心くん

歩けるようになったら、
一緒に船に乗ろうね‼

お兄ちゃんたちから

日形井賀友樹さ
ん、幸子さ

ん

玉川地区・長女 ( 右 )

日形井 結
ゆ い な

愛ちゃん

　　　　　二女 ( 左 )

日形井 麗
れ い な

愛ちゃん

１歳になったよ！

久慈卓さ
ん、幸香さ

ん

前田小路地区・長女

久慈　紬
つむぎ

ちゃん

ごはんいっぱいたべて
元気に大きくなってね！
とーちゃん・かーちゃんから

２人の笑顔でいつも幸せ
いっぱい！！
これからもたくさん笑顔
ですくすく育ってね！
お父さん・お母さんから

≪問題≫
「イー歯

は
トーブ 8020」とは80歳

さい

で何
なん

本
ぼん

歯
は

がある
ことかな？( ヒント：13㌻)
　① 10本　② 20本　③ 50 本

■応募方法
はがきに答え、住所、氏名、イラストなどを

書いて５月７日（火）までに下記担当まで送って
ください！
〒 028-8201 野田 20-14
　未来づくり推進課 広報クイズ担当
先月号の答え ▷ ③
先月号の当選者　藤森汐香ちゃん

★広報クイズ★ 広報を読んでお答えください！

山ぶどうプリンが
２人に当たります！


